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「ロ
ー
マ
の
バ
ラ
」

善よ

い
た
ね
を
蒔ま

く
こ
と
が
肝か

ん
じ
ん心
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尊
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出
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出
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】

ヨ
ル
ダ
ン
土
／
ロ
ー
マ
の
バ
ラ
釉

 

心し
ん
で
ん田

の
開か

い
こ
ん
か
う
さ
く

墾
耕
作
お
こ
た
ら
ず
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東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
で
15
年
が
経た

ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ず
い
ぶ
ん
と
色
々

な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
ふ
だ
ん
何
気
な
い
行
い
は
、
取
り
組
む
見
た
目
・
姿
が
他
の
誰
か
と
同

じ
で
も
、
心
の
持
ち
よ
う
一
つ
で
全
く
違
っ
た
意
味
を
持
ち
ま
す
。
例
え
ば
、
店
の

前
を
掃
除
す
る
行
い
一
つ
に
し
て
も
、「
こ
こ
を
通
る
人
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
歩
け
る

よ
う
に
」
と
思
い
な
が
ら
掃
除
を
す
る
人
と
、「
店
の
前
を
掃
除
し
て
や
っ
て
い
る
」

と
い
う
人
で
は
、
ま
っ
た
く
そ
の
意
味
合
い
が
違
い
ま
す
。
前
者
は
天
下
公
共
の
た

め
を
思
い
、
後
者
は
自
己
主
張
あ
る
い
は
自
慢
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掃
除
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
。
大
本
的
に
言
い
ま
す
と
、
前
者
は
〝
善
と
な
り
〟
後
者
は
〝
わ
れ

よ
し
（
悪
）〟
で
す
。

　

台
風
が
起
こ
っ
た
時
、
私
た
ち
は
つ
い
「
陸
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
海
の
向
こ

う
を
通
る
よ
う
に
」
と
願
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
台
風
が
ど
こ
を
通
る

か
は
神
さ
ま
の
ご
意
思
の
領
域
で
す
。
私
と
し
ま
し
て
は
、
進
路
を
ど
う
こ
う
し
ろ
、

と
願
う
の
は
越
権
行
為
で
あ
り
、
神
さ
ま
に
対
し
て
失
礼
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
大
本
信
徒
で
あ
れ
ば
、台
風
が
ど
こ
を
通
過
す
る
に
せ
よ
、

ひ
た
す
ら
「
大
難
を
小
難
に
、小
難
を
無
難
に
」「
被
害
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
よ
う
に
」

と
お
祈
り
す
る
こ
と
が
、
大
切
な
心
が
け
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
神
前
で
は
、
お
礼
拝
を
し
て
い
る
姿
は
皆
同
じ
で
す
。
で
も
ど
う
で
し
ょ
う
か
、

つ
い
人
間
心
で
ご
祈
願
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
行
い
の
見
た
目
は

同
じ
で
も
、
心
の
持
ち
よ
う
一
つ
で
全
く
違
う
行
動
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
事
は
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
は
結
構
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
を
意
識
せ
ず
に
過
ご
し
て

い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
大
本
信
徒
に
と
っ
て
、そ
う
し
た〝
わ
れ
よ
し
の
心
〟〝
自
己
主
張
し
た
い
心
〟

を
省
み
て
、
謙
虚
な
明
る
い
気
持
ち
で
生
活
す
る
こ
と
は
大
切
な
修
行
で
す
。
ま
た
、

そ
う
し
た
こ
と
は
人
と
し
て
、
大
本
信
徒
と
し
て
の
品
位
を
高
め
る
大
切
な
こ
と
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
大
本
神
諭
』
で
は
再
三
再
四
〝
わ
れ
よ
し
の
心
〟
を
戒

め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
心
か
ら
、〝
わ
れ
よ
し
の
心
〟
を
完
全
に
無
く
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
省
み
、
あ
ら
た
め
て
謙
虚
な
気
持
ち
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
と
私
は
切
に
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
は
、
普
段
ど
の
よ
う
な
心
持
ち
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

同
じ
見
た
目
の
行
動
で
も

大
本
総
代
　
嶋 

貫
　
光 

喜
　



　

東
光
苑
春
季
大
祭
は
４
月
12
日
午
前
10

時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
出
口
眞
人
氏
の
も

と
執
行
さ
れ
、
２
５
０
人
が
参
拝
し
た
＝

写
真
①
。

　

祭
員
は
各
主
会
祭
務
部
長
ほ
か
有
志
が
、

少
年
祭
員
は
小
谷
香
澄
さ
ん
。
伶
人
は
二

絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
は
佐

藤
良
弘
福
島
主
会
長
が
担
当
。
東
光
庵
で

は
、
添
釜
が
か
け
ら
れ
、
髙
野
社
中
が
担

当
し
た
。

　

祭
典
後
、
能
舞
台
で
は
二
絃
の
会
関
東

支
部
に
よ
る
八
雲
琴
『
宮
の
咩
』
が
奉
納

さ
れ
た
＝
写
真
②
。
そ
の
後
、
少
年
祭
員

が
紹
介
さ
れ
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン

タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
中
島
浩

大
本
総
代
が
綾
機
神
社
地
鎮
祭
に
現
地
参

拝
し
た
所
感
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
天
声

社
の
岡
本
浩
次
社
長
が
あ
い
さ
つ
。
引
き

続
き
、
落
語
家
の
立
川
ら
く
人
氏
が
真
打

挑
戦
に
つ
い
て
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

  

６６
月    

東
光
苑
祭
典

・
行
事
予
定

1414
日
（
日
（
日日
））      

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
～
分
～

　
　

東
光
苑
月
次
祭
・
人
類
愛
善
会
創
立

　
　

東
光
苑
月
次
祭
・
人
類
愛
善
会
創
立

	
		

	
	
		

	

記
念
祭
典
・
市
杵
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姫
命
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祭

記
念
祭
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・
市
杵
島
姫
命
例
祭

2020
日
～
日
～
2121
日
（
日
（
土
～～
日日
）　）　

	
		

	
	
		

	

Ｅ
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Ａ
関
東
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
合
宿

Ｅ
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東
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
合
宿

2525
日
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木
）

日
（
木
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午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

　
　
　
　
東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
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配
信
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東
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オ
ン
ラ
イ
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講
座
（
配
信
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（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
・
祭
務
課
長
）

（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
・
祭
務
課
長
）

2727
日
（
日
（
土
）　
午
後
１
時

）　
午
後
１
時
3030
分
～
分
～

	
		

	
	
		

	

自
己
を
見
つ
め
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集
い
（
鎮
魂
と
浄
書

自
己
を
見
つ
め
る
集
い
（
鎮
魂
と
浄
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2121
日
～
日
～
77
月月
1010
日
（
日
（
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～
金
）

～
金
）

	
	
	
	

	
	
	
	

夏
越
の
祓
「
ご
祈
願
」

夏
越
の
祓
「
ご
祈
願
」

⑥

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　　講師：椎野　恭三講師：椎野　恭三（（東京宣教センター・祭務課長東京宣教センター・祭務課長））

正守護神と副守護神正守護神と副守護神

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
６６月月2525日（木）日（木）19：00 〜19：00 〜

　私たち人間の肉体中には、本守護神、正守護神、副
守護神の３つの霊魂があり、それらの影響を常に受け
ています。
　出口王仁三郎は、「天国の団体に交通している精霊
の、もっとも清きものを、真霊または本守護神といい、
やや劣ったものを正守護神といい、地獄と交通する精
霊を、悪霊または副守護神というのである」と述べて
います。今回は、３つの守護神についてお話します。

再稿　橋本　柿崎　西山

東
光
苑
春
季
大
祭
を
執
行

続
い
て
、
出
口
眞
人
氏
に
よ
る
記
念
講
話
が

行
わ
れ
た
。
出
口
氏
は
講
話
で
、
亀
岡
・
綾

部
の
両
聖
地
の
近
況
に
つ
い
て
触
れ
、
綾
機

平
が
新
た
な
神
域
と
な
っ
て
以
降
、
良
い
気

が
満
ち
て
き
て
い
る
と
所
感
を
述
べ
た
ほ

か
、
わ
れ
よ
し
強
い
も
の
勝
ち
が
蔓は
び
こ延
る
現

代
に
、〝
自
分
だ
け
が
正
し
い
の
で
は
な
い
〟

と
い
う
三
代
教
主
さ
ま
の
み
教
え
に
習
い
、

少
し
で
も
良
い
型
を
大
本
の
型
と
し
て
出
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
信
仰
の
在
り
方
に
つ

い
て
も
語
っ
た
＝
写
真
③
。

　

ま
た
、
１
階
ロ
ビ
ー
で
は
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
の
出

張
販
売
＝
写
真
④
、
農
事
組
合
法
人
大
本
が

収
穫
し
た
〝
チ
カ
ラ
野
菜
〟
の
販
売
、
天
声

社
の
出
張
販
売
が
、
３
階
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
青

少
年
部
に
よ
る
南
米
青
年
訪
日
交
流
支
援
バ

ザ
ー
、
青
松
会
に
よ
る
味
噌
汁
バ
ザ
ー
が
行

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
午
後
１
時
45
分
よ
り
２
階
講
座
室

で
、
長
友
智
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
類
愛
善
会
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
理
事
に
よ
る
「
環
境
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
ネ
ッ
ト

東
光
苑
春
季
祭
式
講
習
会

　

東
光
苑
春
季
祭
式
講
習
会
は
、
３
月
20
日

か
ら
22
日
ま
で
の
３
日
間
、
大
本
東
京
本
部

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
初
級
・
中
級
・
上
級

を
合
わ
せ
16
人
が
参
加
し
た
＝
写
真
下
。

　

講
習
で
は
、
祭
式
の

基
本
動
作
や
月
次
祭
、

庭
上
祭
、
葬
祭
、
装
束

の
着
付
け
な
ど
各
級
に

応
じ
た
実
習
や
、
２
階

講
座
室
で
「
み
た
ま
ま

つ
り
」
の
講
座
も
行
わ

れ
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
の
22

日
に
は
実
技
と
学
科
の

試
験
が
行
わ
れ
た
。

自己を見つめる集い
〜 鎮 魂 と 浄 書 〜

日　時日　時　　6 月 27 日（土）午後 1 時 30 分～ 4 時6 月 27 日（土）午後 1 時 30 分～ 4 時
会　場会　場　　大本東京本部・東京宣教センター大本東京本部・東京宣教センター
内　容内　容　　鎮魂、『大本神諭』の浄書鎮魂、『大本神諭』の浄書
参加費参加費　　1000 円1000 円
定　員定　員　　20 人（定員に達し次第、締め切り）20 人（定員に達し次第、締め切り）
申　込申　込　　TEL  ： 03-3821-3701（担当・西山）TEL  ： 03-3821-3701（担当・西山）
　　　 　Mail：k-nishiyama@oomoto.or.jp　　　 　Mail：k-nishiyama@oomoto.or.jp

②

③

④ ⑤

①

ニ
ュ
ー
ス
の
話
」
と
題
し
た
東

光
苑
ミ
ニ
講
話
が
行
わ
れ
た
＝

写
真
⑤
。

　

な
お
、
前
日
の
11
日
に
は
直

心
会
主
催
に
よ
る
「
お
土
の
ご

用
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、「
食

べ
ら
れ
る
野
草
」
に
つ
い
て
学

ん
だ
ほ
か
、
プ
ラ
ン
タ
ー
実
習

で
は
、
カ
ラ
シ
ナ
、
コ
カ
ブ
、

ミ
ズ
ナ
な
ど
を
植
え
た
。


